
■篠原地域タウンミーティングのまとめ 

テーマ 地域の良いところ 地域の良くないところ 

土地利用 ＜生活利便施設等について＞ 
・医療施設、商業施設は篠原地区に
は無い、又は少ないが、野洲地区、
近江八幡市に自転車で行けるの
で、不便は感じない。 

 
＜集落地・農地について＞ 
・駅まで３分、ＩＣまで５分。（図①） 

 

＜生活利便施設等について＞ 
・医療、福祉サービス施設がない。 
・車椅子用駐車場の健常者利用が多い。 
・買い物が不便で、高齢者が住みにくい。 
・老後の入居施設が不安。 
・しのはらＪＡが祇󠄀王に転出。 
＜集落地・農地について＞ 
・主要地方大津能登川線周辺が整備されていない。（他市で
は商業地域） 

・篠原駅周辺の開発が遅すぎ。野洲市、近江八幡市、県の
３者の協力が必要。（図①） 

・農地が多く、人口が流出している。高齢化等により耕作
放棄地が増加。このまま農地の指定でよいのか。 

・篠原地域に「農村」はない。 

都市基盤 

施設 

 
 

＜道路について＞ 
・ＪＲ篠原駅とのアクセスを強化について、ＪＲの琵琶湖
側なのか国道８号側なのかがわかりづらい。また、実施
する場合、近江八幡市や県との協力体制必要。（図①） 

・構想中の道路整備を進めて欲しい。 
・ＪＲ及び国道８号によって地域が南北に分断されて行き
来がしにくい。朝夕の渋滞。 

・歩道や防犯灯がない。 
・幅の狭い道路や管理不十分の道路が多い。 
＜公共交通について＞ 
・交通の便が悪く、通勤に不便。 
・ＪＲ篠原駅に、通勤時間帯に快速が止まるとよい。 

防災  
 
 

＜風水害対策について＞ 
・日野川、光善寺川の防災対策を強く要求する。（図②） 
・山地災害の危険性（保水能力の低下） 
＜避難について＞ 
・避難場所が少ない、遠い。 
・避難場所付近の踏切で車が渋滞し、行くまで時間がかか
る。（図③） 

・村田製作所と避難協定を結んでいるが、従業員優先で災
害時に使用できるか分からない。 

・ハザードマップの情報が古い。 
・高齢者等の避難者の情報がなく、避難時に助けられない。 

環境・ 

その他 

＜自然環境等について＞ 
・自然豊かで、静かでよい。 
・環境面に満足している。 
 
 

 
＜その他＞ 
・近所にいい人が多い。 
・代々暮らす世帯の割合が高いの
で、合意形成がしやすい。 

・近江八幡市、竜王町と連携すると
よい。 

＜自然環境等について＞ 
・南部の森林（豊かな自然環境）を活かす事ができていな
い。 

・夕日ヶ丘に登れなくなった。 
・クリーンセンターが新しくできたが、ゴミのリサイクル
がされなくなり、環境によくない。 

＜その他＞ 
・野洲市のへき地。 
・篠原地域の地域計画を住民主体で作成したい。行政はそ
の手助けをしてほしい。 
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■篠原地域タウンミーティング（Ａグループ） 

テーマ 地域の良いところ 地域の良くないところ 

土地利用 ＜生活サービス施設について＞ 

・医療施設、商業施設は篠原地区には無い、

又は少ないが、野洲地区、近江八幡市に自

転車で行けるので、不便は感じない。 

＜生活サービス施設について＞ 

・医療、福祉サービス施設がない。病院へ行く

のが一日仕事。 

・老後の入居施設が不安。 

・しのはらＪＡが祇󠄀王に転出。 

 ＜農地・集落地について＞ 

・駅まで３分、ＩＣまで５分。（図①） 

 

＜農地・集落地について＞ 

・主要地方大津能登川線周辺が整備されてい

ない。（他市では商業地域） 

・篠原駅周辺の開発が遅すぎ。野洲市、近江八

幡市、県の３者の協力が必要であるが、可能

かどうか。（図①） 

・高齢者の増加により田んぼの継続が難しい

状況のなか、農地の指定でよいのか。 

・農業、林業の担い手がいなくなる。農地を放

棄する人、その意思のある人が多い。 

・篠原地域に「農村」はない。 

 ・安い土地が多く、買い手が多い。  

都市基盤施設  ＜幹線道路について＞ 

・ＪＲ篠原駅とのアクセスを強化（目標1）に

ついて、ＪＲの琵琶湖側なのか国道８号側な

のかがわかりづらい。また、実施されるとし

ても、近江八幡市や県との協力体制が必要と

考えられるので、スムーズな進め方ができる

のか。（図①） 

・構想中の道路整備を進めて欲しい。 

・ＪＲ及び国道８号によって地域が南北に分

断されて行き来がしにくい。 

・道路に歩道が設置されていない。 

・道路に防犯灯がない。 

防災  ＜風水害対策について＞ 

・日野川、光善寺川の防災対策を強く要求す

る。強い台風がくれば、心配しなくてはなら

ない。天井川である。（図②） 

・山地災害の危険性（保水能力の低下） 

  ・避難場所への移動に、踏切を渡るルートしか

ない。有事の際には大渋滞が起こる。 

環境・その他 ＜自然環境について＞ 

・環境面に満足している。 

＜自然環境について＞ 

・南部の森林（豊かな自然環境）を活かす事が

できていない。 

  ＜バリアフリーについて＞ 

・車椅子用駐車場の健常者利用が多い。 

 ・代々暮らす世帯の割合が高いので、合意形

成がしやすい。 

 

 ・近江八幡市、竜王町と連携。 ・野洲市のへき地。 
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■篠原地域タウンミーティング（Ｂグループ） 

テーマ 地域の良いところ 地域の良くないところ 

土地利用  

 

 

＜生活利便施設等について＞ 

・買い物が不便で、高齢者が住みにくい。 

・農地ばかりで市街地が少なく、人口が流出している。 

・にぎわいが少ない。 

・学校まで遠い。 

＜農地について＞ 

・使われていない農地が多い。 

都市基盤施設  

 

 

 

＜道路について＞ 

・道路の幅が狭くて危ない。（図①） 

・歩道が少ない。 

・ラッシュ時間帯に混雑する。 

・ふるさと農道は管理不十分（草が生え、白線が消え

ている）。（図②） 

＜公共交通について＞ 

・交通の便が悪く、通勤に不便。 

・車がないと生活しづらい。 

・ＪＲ篠原駅が改築されたが、有効利用できていない。

通勤時間帯に快速が止まるとよい。 

防災  

 

 

 

 

 

 

 

 

＜水害について＞ 

・日野川、光善寺川等の水害が怖い。治水対策が必要。

（図③） 

＜避難対策について＞ 

・避難場所が少ない、遠い。 

・避難場所付近の踏切で車が渋滞し、行くまで時間が

かかる。（図④） 

・村田製作所と避難協定を結んでいるが、従業員優先

で災害時に使用できるか分からない。 

・ハザードマップの情報が古い。 

・高齢者等の避難者の情報がなく、避難時に助けられ

ない。 

環境・その他 ＜自然環境等について＞ 

・自然が豊か。 

・静かで住みやすい。 

・近所にいい人が多い。 

 

 

＜自然環境等について＞ 

・夕日ヶ丘に登れなくなった。 

・クリーンセンターが新しくできたが、ゴミのリサイ

クルがされなくなり、環境によくない。 

＜その他＞ 

・今日のようなことをして役に立つのか。 
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